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“未来に！” 
樹齢５００年と言われている毘沙門堂大ケヤキ 

議
会
初
日
（
市
長
所
信
表
明
） 

・
当
市
の
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
紙
」
が
、
７ 

月
９
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
主
要
国

首
脳
会
議
」
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
で
ノ
ー
ト
と
し
て
採
用
さ
れ
世
界

に
発
信
！ 

・
原
油
価
格
の
高
騰
を
受
け
食
料
品
全 

般
に
わ
た
る
値
上
げ
の
た
め
、
５
月

の
学
校
給
食
運
営
委
員
会
で
給
食
費

の
値
上
げ
を
承
認
。
（
１
５
０
円
〜

３
５
０
円
） 

・
全
国
的
な
医
師
不
足
の
中
、
ゆ
き
ぐ 

に
大
和
病
院
に
２
名
の
内
科
常
勤
医

師
が
、
７
月
１
日
よ
り
着
任
。 

・
五
十
沢
地
区
の
小
学
校
統
合
は
今
年 

度
に
基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
お
こ

な
う
。 

・
旧
可
燃
ゴ
ミ
焼
却
炉
の
解
体
に
つ
い 

て
は
、
国
か
ら
交
付
金
の
内
示
が
あ

り
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
建
設
と
解

体
を
進
め
る
。 

・
斎
場
建
設
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ 

業
者
を
決
定
し
、
２１
年
度
の
本
体
着

工
に
向
け
て
検
討
を
行
う
。 

議
会
最
終
日 

・
上
村
一
郎
議
員
（
在
職
２３
年
）
・
駒 

形
正
博
議
員
（
在
職
１９
年
）
に
、
全

国
市
議
会
議
長
会
表
彰
伝
達
式
を
行

う
。 

・
合
併
前
に
発
生
し
た
旧
総
合
福
祉
セ 

ン
タ
ー
強
度
不
足
問
題
で
、
市
長
は

道
義
的
政
治
的
責
任
を
と
り
「
市
長

給
与
減
額
の
条
例
制
定
」
を
追
加
提

案
す
る
。 
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ホームページ：www１８.ocn.ne.jp/̃tunezou/   Eメール：tunezou@cocoa.ocn.ne.jp

6月議会（10日～22日） 

洞爺湖サミット“地球温暖化”対策に失望！！ 
 
 
 

　シャワーのお湯が出ない！ボイラーのスイッチ入れてと倅の声。汗かきのじいちゃんと私は
茶の間のエアコンを入れるが、扇風機でいいと指導が入る。お父さん部屋から出るときは電
気とパソコン消して。シャワーは出しっぱなしでなくこまめに使って…。そして、会議等で遅く
家に帰ったとき、最近家が真っ暗な事が多い、明るくして待っていてくれればいいのに…と。 
　お母さんが、ついに「地球温暖化」に目覚めたか！地球の危機を救うために、台所から立ち
上がったかと思いきや、財布が家計がピンチだから、「みなさん、せつやく・節約です！」の大号
令が下りる。 

　少し肩すかしを食った感がしたが、節約は一人ひとりができる一番身近で大切な「地球温暖化対策」です。節約は一
石二鳥にも三鳥にもなります。 
　ガソリンが高騰した今、地域内に出かけるとき、車に乗っていませんか。歩くか自転車で行けば、ガソリン代は０円、二酸
化炭素（CO２）排出量ゼロ、健康に良です。また、歩くことによって、車では見れない景色や新しい発見がある。そして人と
会い挨拶をかわす。車優先でなく、歩車共存の人にやさしいまちづくりが、「地球温暖化」という視点からも求められている 
　毘沙門通り（本町商店街）は日本経済の発展と共に、商店が一つ二つと消えた…。いま有志で「毘沙門様を核としたま
ちづくり」をと言うことでスタートする。先日（７／５）も、毘沙門通りを“緑のプロジェクト”と、かってになまえをつけ、アサ
ガオを植えた。数年後には毘沙門通りが“アサガオの街・緑のカーテン”と言われ、賑わいのある街になることを夢見て
…。その事が「地球温暖化」防止にもなる。 
　人口１万人の洞爺湖町に、日本、アメリカ、イギリス、フランス、イタリア、ドイツ、カナダ、ロシアの八カ国の首脳が７月７日か
ら９日まで集まった。主要テーマは「地球温暖化」だ。 
　２０５０年までに世界の温室効果ガス（主にCO２）を半減するとした長
期目標は、新興国（中国、インド）の反対で設定できなかったが、アメリカ・
ブッシュ大統領のおもわくどおりになった…。G８の主要国は世界のリ
ーダー国であるから、自らが中期や長期のCO２削減目標を示すべきで
あったがそれさえも出せなかった…！ 
　「地球温暖化」を主要テーマとした洞爺湖サミットの“つけ”は地球
に重くのしかかる。 

。 
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４月７日 県立国際情報高校入学式 

４月１１日 県北広域新発田基幹病院視察 

４月２７日 春季消防演習 

５月１３日 戸田市、羽村市、須坂市行政視察 

三
用
工
業
団
地 

 
 
　お忙しい中傍聴にお出でいただきありがとうござ

います。通告いたしました二点について質問いたし

ます。 

 
 
 
　議会初日の市長所信表明で、「地域完結型社会」
の構築を掲げた一期４年の３年間の取組みを、おお
むね達成できたと評価している。 
　南魚沼市誕生のこの３年間は、３町の合併、財政
健全化の取組み、中越地震、豪雪と幾多の行政難題
を解決してきた手腕は大きく評価する。そして、２
期目に向かう市長を支援いたします。 
　ただ気になることがあります。それは合併時６３,１７
６人であった人口が、６１,９９１人と、人口の減少に歯止
めがかからなく、その減少が速まっていることだ。
昨日の一般質問でもこの問題が大きく取り上げられ
た。市長の答弁は、日本の構造的な問題であり、人
口増加には５０年から１００年かかると答弁した。 
　日本の人口の減少の原因は、少子化であり、それ
を加速させているのは高齢化であることは論を待ち
ませんが、この傾向は１９７４年から３０年以上も続いた
少子化が根本原因であり、それを放置していた所に
問題があり、政治は国は行政は何をしていたのか。 
　確かに市長が話されるように、人口増加には少子
化対策を中心に総合的に施策を行って５０年はかかる。
それは一般的な話であって、南魚沼市の場合は、他
市町村がうらやむ立地、自然を有し、子育て、教育、
医療福祉と充実した施策を行っておる。 

　我が市の人口の減少は、雇用の場、魅力ある就職
の場が無いからだ。原因がはっきりしているのに、
何故、積極的に取り組まないのか不思議でならない。 
　もう、来年の就職活動は始まっている。地元に帰
りたいが働く所、就職の場がないから帰れないとい
う、大合唱が聞こえて来ませんか！ 
　３月に「南魚沼市産業振興ビジョン」が示され、
観光・商業・工業で、雇用の確保の考えかた・推進
の方策が示された。 
　そこで、雇用の確保・企業誘致について市長に伺
います。 
①最初に工業団地の造成についてです。 
　今までに１２団地を造成し３５の企業が操業しており、
多くの皆さんが働いており、市の産業として根付き
市の発展に大きく貢献していることは承知のとおり
だ。代表的な津久野工業団地は昭和５１年、新堀新田
・田崎工業団地は昭和５９年、三用工業団地は平成元
年に…。 
　合併後に誘致した代表的な企業は１７年に「松木精
密造機」「リケンプリンテング」１９年に「やまと運輸」
の３社です。働く場の確保と言えば寂しい限りだ。 
　３年間の産業振興ビジョンでは、工業団地の造成
は難しいとある。何をもって難しいのか。難しくて
もチャレンジするこれが市長の精神ではないですか。
3年間待っていれば経済状況は好転するのですか。前
に進んでこそ前途は広がる。雇用の場確保のために、
積極的な企業誘致は必要と思いますが考えを伺います。 
②そして、現在の誘致企業の優遇制度は、対象固定
資産にかかる固定資産税を事業開始より３年間１/２課
税の免除と新規地元雇用者一人当り１０万円（３年に
わたり１/３づつ。１,０００万円限度）の助成が行われて
いる。拡充と見直しが必要と思うが。 
③現状の職員体制では、東京に出向くということは出
来なく、県の東京事務所からの紹介や斡旋程度しか出
来ないのでは無いか。企業を訪問する。市の出身企業
人を回り情報を入手し、企業を誘致するということが
行われる体制で無いと思うが、所見を伺います。 
 

〈市長答弁〉 

　人口の減少を止めるには働く場の確保が必要で 、

毎年７００名のみなさんが卒業され、半数以上が東京

一 般 質 問  一 般 質 問  

企業誘致について 企業誘致について 企業誘致について 

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス 

ト
ピ
ッ
ク
ス 



3

５月１９日 第１回住宅委員会現地調査 

５月２６日 浦佐城本丸二段空堀跡調査 

６月２１日 八色まちづくり協議会シンポジウム 

６月２８日 種村芳正氏「旭日小綬章」受章を祝う会 

７
月
６
日
南
魚
沼
市
防
災
訓
練 

(

浦
佐
小
学
校
炎
上
） 

方面に行き、地元に働く場が少ないために帰れな

いと言う状況ですので、私のトップセールスも含

めて、企業誘致には力を入れているが万全とは言

い難い。 

　企業誘致には、東京での情報収集は不可欠だ。

県の東京事務所に職員を配置するようにしたい。

それがむずかしかったら、民間に委託することも

検討する。 

　魚沼市は「水の郷工業団地」を造成し、企業誘致

を進めているので、魚沼市とも連携して進めたい 。 

　誘致企業の優遇施策には見直しを検討する。 

 

 
 
 
　６月１４日に発生した震度６強の岩手・宮城内陸地
震で被災された皆様に、お見舞い申し上げますと同
時に、一日でも早い復旧復興を祈っております。 
　市民の生命と財産を守るため、そして安全と安心
の享受のために、平成１７年の１２月議会から、多くの
議員が９回防災関係を一般質問で取り上げている。
３月議会でも２名の同僚議員が、市長の見解をただ
したのは記憶に新しい。 
　当市には六日町断層が魚沼丘陵に沿って、２０～３０
㎞あり、先の中越地震は、震源の南側にある六日町
断層が動いて起きた可能生が高いとする見方が、研
究者の間で言われている。そして、六日町断層は政
府の地震調査研究本部が、マグニュチュード７級に
地震が起きるおそれがあるとする活断層に加えたこ
とは承知の通りで、いつ地震が発生してもおかしく
ない状況だ。 
　我が会派には防災に精通している同僚議員がおり
ますので、一般質問では取り上げませんでしたが、
先日５月２３日に「大和地区洪水ハザードマップ説明
会」が開催され参加して、これは大変だと思った。
参加者が少ないこと、だいたい４０人くらいでしょう
か。市はこれを持ってして、大和地区の市民に関係
者に周知したと思っているなと思ったから、今回の
質問に取り上げた。 
　また市は、「自分たちで自分たちのまちを守りま
しょう」と自主防災組織の設立を呼びかけている。

そして今年も７月６日に「防災訓練」が行われた。
これらの活動は、市民の防災意識の高揚のために大
切なことだ。 
　そこで、市民が安全に安心の中で生活でき、市民の
生命財産を守ると言う観点から市長に３点伺います。 
①いまだ防災計画が策定されないと言うことはどう
いうことなんでしょうか。遅れているのは県との調
整、課との調整があるからと言うことですがいつ策
定されるのですか。いつ発生してもおかしくない「六
日町断層」の上に６２,０００人の市民が生活しているの
です。これは生命にかかわることだ。 
　ここに１９年１１月３０日時点の、県内市町村の地域防
災に係る計画等の整備状況一覧表によれば、防災計
画策定市町村は３５市町村中２６、協議中が２、未策定
市町村は７です。その７に入っているのだ。遅れて
いる理由と、いつまでに出来るのか伺います。 
②市民の防災に対する意識を高めることが重要で、
そのためには、地域住民が主体となった「防災対策」
が不可欠だ。ワークショップ等を行い「住民自らが
防災マップ」を作ることが大切と思いますが、市長
の考えを伺います。 
③地震や豪雪、異常気象等の災害に対する意識の向
上や防災対策は、小学校・中学校からの学習が有効
と思いますが市長の考えは。 
 

〈市長答弁〉 

　県の防災計画と調整中で、南魚沼市の「防災計

画」は２０年度中には策定するべく進めている。そ

して、現在２３３行政区中１９５行政区（８４％）で自主

防災組織が設立されており、全町内に「自主防災

組織」を設立すべく呼びかけている。 

　教育委員会とも連携をはかり、学校での自然災

害や防災に対し学習できるように検討したい。 

防災について 防災について 防災について 
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●
編
集
後
記
● 

　
空
梅
雨
で
経
過
し
て
お
り
、
集
中
豪
雨
が
来
な
い
こ
と
祈
り
ま
す
。
そ

し
て
暑
い
夏
が
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
冷
た
い
も
の
の
食
べ
過
ぎ
や
エ

ア
コ
ン
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
７
月
７
日
（
サ
ミ
ッ
ト
初
日
）
Ｎ
Ｓ
Ｔ
テ
レ
ビ
９
時
か
ら
放
映
、
木
村

拓
哉
総
理
大
臣
の
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」
を
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
集
ま
っ

て
い
る
世
界
の
首
脳
に
見
せ
た
か
っ
た
。
政
治
は
木
村
拓
哉
総
理
の
よ
う

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
…
…
。
来
週
が
特
別
番
組
９０
分
の
最
終
回
だ
。 

　
７
月
２０
日
（
浦
佐
の
夏
祭
り
）
頃
に
初
孫
が
さ
ず
か
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
初
孫
を
見
に
来
て
下
さ
い
。
新
米
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

よ
ろ
し
く
ご
指
導
の
ほ
ど
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。 【参加費】・原子力発電と龍蔵寺訪問ーバス代2,000円 

　　　　・バーベキュー大会2,000円 

申し込みは各町内の世話人の方にお願いの予定です。 
浦佐地区外の申し込みや詳しいことは 
「関常幸後援会」電話777-2245までご連絡ください。 

●ガソリンは高騰、核は怖い、しかし生活にエネルギー 
　は不可欠！柏崎刈羽原子力発電所を見学研修しエネル 
　ギー、環境問題を考えよう！　　　　　　　　　 
●普光寺樺沢住職さんの龍造寺（長岡市）を訪問し法話を 
　聴きます。 

8月24日（日） 
原子力発電所見学、 
龍造寺訪問とバーベキュー大会 

「関常幸後援会」夏期研修会 「関常幸後援会」夏期研修会 

●新幹線がローカル線になるとはどういう事ですか？ 

　「２０１４年問題」と言っており、北陸新幹線（長野新幹線）は、２０１４年(平成

２６年）に長野駅から上越市、金沢市とのびることが決定された。それにより

、高崎以北の上越新幹線運行本数の大幅削減や枝線化が心配されている。

新幹線の本数が減るのは利便性だけでなく、地域経済にも悪影響をあたえ

る。そして、北陸新幹線の開通は上越地域の北陸経済圏化にともなう県内

活力の低下が予想される。 

　そうならないように「上越新幹線活性化同盟会」を２００５年にたちあげ、対策にとりくんでおる。交流人口が増えるように新

幹線停車駅・浦佐として、毘沙門堂を核としさらなる活性化と、国際大学・北里大学保健衛生専門学院、基幹病院（学園と医療

福祉）のまちづくりがのぞまれる。 

●「筋力づくり教室」って何ですか…？ 

　お年寄りの方が寝たきりにならないように、笑顔で元気にくらすための体操です。 

　いま、市内の高齢化（６５歳以上）は４人に１人！！将来は３人に１人になります。いま、お年寄りのうち介護が必要な方はおよそ１

割になっています。介護が必要になる一番の原因は、筋肉や骨が弱くなっての転倒、二番が脳卒中、三番が認知症です。 

　いま市内に４４カ所で教室が開催されており、それをサポートする会員が１０４人おります。うちの新町町内でも、今年から集会

場で始めました。なんと、メタボリックの解消や予防にも効果があると言われています。参加者からは、「体操するとスッキリす

る」「風邪も引かなくなった」「体が楽になった」そして「杖や老人車がいらなくなった」などのうれしい声が聞かれます。 

　お年寄りも若い人もみんなで「筋力づくり教室」に参加しましょう。 

７月上旬／「33番観音様めぐり」…………………坂西　謙司さん 
　　下旬／「毘沙門天夏祭り・一日一休さん」…北村　洋成さん 
８月上旬／「お盆とお六・桂姫」…………………東　　　貢さん 
　　下旬／「秋の例大祭と山岳マラソン」………小島　康義さん 
９月上旬／「浦佐城と上山城」……………………柳　榮太郎さん 
　　下旬／「普光寺と戊辰戦争」…………………湯本　高夫さん 
10月上旬／「浦佐城・狼煙あげ」…………………関　　常幸 
　　下旬／「魚沼菊花展浦佐菊まつり」…………北村　　計さん 

Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に 

„
お
ら
が
毘
沙
門
様
“ 

放
送
中 

※毎週2回、水曜日の7時52分と 
　木曜日の16時42分より 

今年１月からスタートした“おらが毘沙門様”好評のうちに半年終る。 

市民の声…よくある疑問・質問 


